
「
前
方
後
円
墳
の
終
焉
」
か
ら
見
た
胸
肩
君

小
嶋　

篤

は
じ
め
に

故
其
先
所
生
之
神
、
多
紀
理
毘
賣
命
者
、
坐
胸
形
之
奧
津
宮
。
次
市
寸
嶋
比
賣
命

者
、
坐
胸
形
之
中
津
宮
。
次
田
寸
津
比
賣
命
者
、
坐
胸
形
之
邊
津
宮
。
此
三
柱
神

者
、胸
形
君
等
之
以
伊
都
久
三
前
大
神
者
也
。　
　
　
　
　
　
（『
古
事
記
』
上
巻
）

是
時
、天
照
大
神
勅
曰「
原
其
物
根
、則
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
者
是
吾
物
也
。
故
、

彼
五
男
神
、
悉
是
吾
兒
。」
乃
取
而
子
養
焉
。
又
勅
曰
「
其
十
握
劒
者
、
是
素
戔

嗚
尊
物
也
。
故
、
此
三
女
神
、
悉
是
爾
兒
。」
便
授
之
素
戔
嗚
尊
、
此
則
筑
紫
胸

肩
君
等
所
祭
神
是
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
日
本
書
紀
』巻
第
一　

神
代
上
）

現
存
す
る
日
本
最
古
の
文
献
史
料
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
胸
形
君
・

筑
紫
胸
肩
君
は
宗
像
三
女
神
を
奉
る
一
族
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
初
出
記
事
か

ら
宗
像
三
女
神
と
の
分
か
ち
難
い
関
係
が
窺
え
る

（
1
）

。
筆
者
は
か
つ
て
「
墓
制
と
領

域
‐
胸
肩
君
一
族
の
足
跡
‐
」
と
題
し
た
拙
稿
を
記
し
、
宗
像
三
女
神
を
奉
る
胸
肩
君

の
活
動
領
域
に
つ
い
て
考
古
資
料
か
ら
論
証
を
試
み
た
（
図
一
・
二
）（
小
嶋
二
〇
〇

九
・
二
〇
一
二
）。
そ
の
成
果
は
、
そ
の
後
の
考
古
学
（
岩
石
学
的
分
析
含
む
）・
文
献

史
学
に
よ
る
批
判
検
証
が
な
さ
れ
、
胸
肩
君
に
つ
い
て
の
新
た
な
研
究
素
材
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
（
井
浦
二
〇
一
三
・
二
〇
一
七
、
井
浦
他
二
〇
一
五
、
大
高

二
〇
一
七
、
池
ノ
上
二
〇
一
八
）。
本
稿
は
拙
稿
以
後
の
研
究
動
向
も
ふ
ま
え
た
上
で
、

胸
肩
君
の
さ
ら
な
る
実
態
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
胸
肩
君
の
活
動
領

域
に
関
す
る
近
年
の
研
究
成
果
を
概
観
し
、
具
体
的
な
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
胸
肩
君
と
宗
形
郡

『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
が
完
成
し
た
奈
良
時
代
。
胸
形
君
・
筑
紫
胸
肩
君
の
後

裔
氏
族
で
あ
る
宗
形
朝
臣
は
、
大
宰
府
管
内
唯
一
の
神
郡
・
宗
形
郡
の
郡
司
・
神
主
を

歴
任
す
る
地
方
官
人
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
（
亀
井
一
九
九
九
ａ
ｂ
・

二
〇
一
一
）。
こ
の
宗
形
郡
の
地
理
的
範
囲
は
、
木
下
良
氏
や
大
高
広
和
氏
ら
に
よ
る

『
和
名
類
聚
抄
』
記
載
の
郷
名
駅
名
考
証
に
よ
り
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
（
図
三
）（
木

下
一
九
九
九
、
大
高
二
〇
一
七
）。
そ
の
成
果
に
基
づ
く
と
、
古
代
の
宗
形
郡
の
範
囲

は
、
近
世
以
降
の
宗
像
郡
よ
り
も
範
囲
が
広
く
、「
現
在
の
宗
像
市
・
福
津
市
に
加
え

古
賀
市
と
新
宮
町
ま
で
含
む
」（
大
高
二
〇
一
七
）。
大
高
氏
も
検
証
し
た
よ
う
に
、
こ

の
宗
形
郡
の
範
囲
は
、
拙
稿
で
提
示
し
た
「
胸
肩
君
と
同
一
墓
制
の
集
団
が
居
住
し
た
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【石室 (Ｓ＝1/180)】

手光古墳群南支群第 5号墳

【土師器 (Ｓ＝1/6)】

手光古墳群南支群第 2号墳

図一　宗像型石室の分布域と宗像型土師器高坏の分布（小嶋 2012・2017a）

図三　古代宗像郡の地形と範囲（大高 2017）

図二　宗像型石室と宗像型土師器高坏

図一　宗像型石室の分布域と宗像型土師器高坏の分布（小嶋 2012・2017a）

図二　宗像型石室と宗像型土師器高坏

図三　古代宗像郡の地形と範囲（大高 2017）
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領
域
（
第
Ⅰ
領
域
）
と
ほ
ぼ
重
な
る
（
小
嶋
二
〇
一
二
）。
つ
ま
り
、
考
古
学
と
文
献

史
学
と
い
う
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、「
律
令
国
家
が
宗
形
郡
（
評
）
を
設
定
す
る

際
に
、
胸
肩
君
（
宗
形
朝
臣
）
の
領
域
を
踏
襲
的
に
編
成
し
て
い
た
」
と
の
結
論
が
導

き
出
さ
れ
た
（
小
嶋
二
〇
一
六
b
・
大
高
二
〇
一
七
）。
そ
し
て
、
考
古
資
料
に
基
づ

く
と
、
胸
肩
君
の
領
域
は
、
古
墳
時
代
後
期
に
は
複
数
の
資
料
（
古
墳
築
造
技
術
・
葬

送
儀
礼
・
石
材
輸
送
等
）
か
ら
論
証
可
能
な
状
況
に
あ
り
、
古
墳
時
代
中
期
に
つ
い
て

も
大
型
前
方
後
円
墳
（
首
長
墓
系
列
）
等
か
ら
そ
の
存
在
が
作
業
仮
説
と
し
て
提
示
で

き
る
（
井
浦
二
〇
一
七
、
池
ノ
上
二
〇
一
八
、
小
嶋
二
〇
一
二
、
重
藤
二
〇
一
一
、
篠

川
二
〇
一
三
、
花
田
二
〇
一
二
）。

語
弊
が
な
い
よ
う
に
補
足
す
る
と
、
筆
者
が
分
析
結
果
か
ら
提
示
し
た
領
域
と
は
、

具
体
的
に
は
胸
肩
君
の
服
属
集
団
「
胸
肩
部
」（
後
の
宗
形
部
）
の
主
要
な
居
住
範
囲

を
意
図
し
て
い
る
。
胸
肩
君
の
支
配
と
は
血
縁
集
団
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
理

上
の
領
域
支
配
を
直
接
的
に
は
形
成
し
て
は
お
ら
ず
、
領
域
内
に
は
胸
肩
君
に
服
属
し

て
い
な
い
豪
族
も
複
数
存
在
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
と
く
に
、
宗
像
中
枢
か
ら
離

れ
た
花
鶴
川
流
域
や
遠
賀
川
流
域
で
は
、
そ
の
傾
向
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
主
要
な
居
住
範
囲
を
外
れ
て
、
飛
び
地
的
に
胸
肩
部
が
存
在
し
た
こ
と
も
想
定
で

き
る
。
時
期
差
は
あ
る
が
、「
大
宝
二
年
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
」
に
宗
形
部
宿
奈

売
・
宗
形
部
阿
比
太
売
、『
続
日
本
紀
』
に
宗
形
部
堅
牛
（
御
笠
郡
大
領
）
の
名
が
見
え
、

大
宝
二
年
（
七
〇
二
年
）
の
嶋
郡
と
和
銅
二
年
（
七
〇
九
年
）
の
御
笠
郡
に
宗
形
部
の

居
住
が
認
め
ら
れ
る

（
2
）

。
こ
れ
ら
の
居
住
が
古
墳
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る
か
は
、

考
古
学
を
含
め
た
追
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
追
検
証
の
一
端
は
、
す
で
に
発
表
し

て
お
り
、
今
津
湾
沿
岸
に
宗
像
型
石
室
が
分
布
す
る
点
や
、
福
岡
平
野
内
の
限
ら
れ
た

墓
域
に
宗
像
型
石
室
が
見
ら
れ
る
点
等
の
複
数
の
分
析
結
果
を
提
示
し
て
い
る
（
小
嶋

二
〇
一
二
・
二
〇
一
七
ｂ
）。
将
来
的
に
は
古
墳
資
料
以
外
か
ら
の
検
証
も
求
め
ら
れ

る
が
、
単
な
る
推
論
で
は
な
く
、
仮
説
と
し
て
の
検
証
に
耐
え
得
る
情
報
が
出
揃
い
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宗
像
三
女
神
を
奉
る
胸
肩
君
の
領
域
は
、
複
数
の
考
古
資
料
・
文

献
史
料
と
別
個
の
研
究
手
法
に
よ
り
、
相
互
検
証
を
経
た
研
究
成
果
が
着
実
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
形
郡
の
範
囲
が
、
近
世
期
の
裏
糟

屋
郡
を
含
む
と
の
考
証
の
意
義
は
大
き
く
、
筑
紫
君
葛
子
が
献
上
し
た
「
糟
屋
屯
倉
」

の
研
究
と
も
直
結
す
る
（
井
浦
二
〇
一
七
、
大
高
二
〇
一
七
、
木
下
一
九
九
九
）。
大

高
氏
は
「
近
年
で
は
近
世
以
降
の
宗
像
郡
が
宗
像
地
域
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一

般
の
み
な
ら
ず
研
究
者
間
に
も
浸
透
し
て
し
ま
い
、
鹿
部
山
に
隣
接
す
る
鹿
部
田
渕
遺

跡
や
、
隣
接
す
る
馬
具
埋
納
坑
の
発
見
で
注
目
を
浴
び
る
古
賀
市
谷
山
の
船
原
古
墳
な

ど
、
古
賀
市
域
の
重
要
遺
跡
に
つ
い
て
宗
像
地
域
や
宗
像
氏
と
の
関
係
が
十
分
に
顧
み

ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
」
と
の
危
惧
を
提
示
し
て
お
り
、
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る

（
大
高
二
〇
一
七
）。
九
州
北
部
の
首
長
墓
系
列
を
整
理
し
た
重
藤
輝
行
氏
も
、「
津
屋

崎
古
墳
群
と
糟
屋
平
野
の
間
の
地
域
で
は
、
古
墳
時
代
の
各
時
期
を
通
じ
て
大
型
墳
の

継
続
的
築
造
が
認
め
ら
れ
な
い
。
津
屋
崎
古
墳
群
の
首
長
層
、
ひ
い
て
は
宗
像
君
の
生

産
基
盤
を
考
え
る
場
合
に
は
首
長
系
列
の
変
動
に
加
え
て
、
釣
川
流
域
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
賀
川
河
口
か
ら
糟
屋
郡
北
部
地
域
ま
で
の
広
い
範
囲
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
同
様
の
見
解
を
述
べ
る
（
重
藤
二
〇
一
一
）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
動
向
に
鑑
み
た
上
で
、
古
代
の
宗
形
郡
の
範
囲
と
も
関

係
す
る
、
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
・
奈
良
時
代
へ
の
過
渡
期
に
生
じ
た
「
前
方
後
円
墳
の
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図四　宗像地域の首長墓系列（重藤 2011・篠川 2013 より引用、一部改変）

※黒塗りは時期を限定できるもの、灰色は時期が前後する可能性のあるもの、白抜きは時期決定の根拠の

弱いもの。古墳名の後の数字は墳裾を基準とした全長ないし直径を示す。

図四　宗像地域の首長墓系列（重藤 2011・篠川 2013 より引用、一部改変）
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終
焉
」
の
様
相
か
ら
胸
肩
君
を
検
討
す
る
（
図
四
）。
な
お
、
以
下
で
宗
像
地
域
と
記

す
範
囲
は
、
上
述
し
た
古
代
の
宗
形
郡
の
範
囲
で
あ
り
、
現
在
の
宗
像
市
・
福
津
市
・

古
賀
市
・
新
宮
町
の
行
政
範
囲
と
お
お
む
ね
重
な
る
。

二
、
胸
肩
君
の
墓
域

（
一
）
宗
像
地
域
の
終
末
期
古
墳

個
人
名
が
識
別
で
き
る
最
古
の
胸
肩
君
は
、「
胸
形
君
徳
善
」
で
あ
る
。
胸
形
君
徳

善
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
二
八
の
天
武
天
皇
即
位
式
の
記
事
に
て
記
載
さ
れ
、
天
武
天

皇
の
長
子
、
高
市
皇
子
の
外
祖
父
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
胸
形

君
徳
善
の
墓
所
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
福
津
市
に
所
在
す
る
宮
地

嶽
古
墳
で
あ
る
。

宮
地
嶽
古
墳
は
、
横
口
式
石
槨
系
の
長
大
な
横
穴
式
石
室
を
主
体
部
と
す
る
古
墳
で

あ
る
（
図
五
）。
墳
裾
は
二
次
的
な
削
平
に
よ
り
消
失
し
て
お
り
、
正
確
な
墳
形
や
墳

丘
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
状
の
地
形
か
ら
直
径
三
四
ｍ
前
後
の
円
墳
と
把
握
さ
れ

て
い
る

（
3
）

。
出
土
須
恵
器
に
小
田
Ⅳ
Ａ
期
（
Ｔ
Ｋ
２
０
９
型
式
期
）
以
前
の
須
恵
器

が
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
中
頃
の
造
営
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
全
長
約
二
二

ｍ
の
長
大
な
横
穴
式
石
室
と
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら
れ
た
巨
大
な
金
銅
装
頭
椎
大
刀
、

金
銅
製
馬
具
、
ガ
ラ
ス
板
等
の
存
在
は
、
宗
像
地
域
の
有
力
首
長
が
葬
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
被
葬
者
に
胸
肩
君
の
族
長
を
想
定
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。
豪

華
な
副
葬
品
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
造
墓
の
視
点
か
ら
眺
め
る
と
、
巨
石
を
山
の
中
腹

ま
で
引
き
上
げ
る
作
業
に
は
、
相
当
な
労
働
力
の
確
保
が
必
要
な
こ
と
は
容
易
に
想
定

で
き
る
。

こ
の
宮
地
嶽
古
墳
と
同
様
の
横
口
式
石
槨
系
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
古
墳
が
、
同

じ
福
津
市
に
所
在
す
る
手
光
波
切
不
動
古
墳
で
あ
る
（
図
六
）。
手
光
波
切
不
動
古
墳

は
二
〇
一
〇
年
に
は
じ
め
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
古
墳
築
造
時
期
に
つ
い
て
、
石

室
構
造
・
石
材
・
須
恵
器
・
馬
具
か
ら
最
新
の
見
解
が
示
さ
れ
た
（
井
浦
二
〇
一
三
）。

調
査
担
当
者
の
井
浦
一
氏
の
見
解
に
基
づ
く
と
、
手
光
波
切
不
動
古
墳
の
石
室
は
六
世

紀
末
の
シ
シ
ヨ
ツ
カ
古
墳
（
大
阪
府
）
を
最
古
例
と
す
る
石
室
系
横
口
式
石
槨
の
影
響

下
で
成
立
し
、
出
土
遺
物
等
の
総
合
的
な
調
査
成
果
か
ら
、
築
造
及
び
初
葬
の
年
代
は

七
世
紀
前
半
（
小
田
Ⅳ
Ａ
期
）
と
考
え
ら
れ
る
（
井
浦
二
〇
一
三
）（

4
）

。
つ
ま
り
、
従

来
想
定
さ
れ
て
い
た
「
宮
地
嶽
古
墳
→
手
光
波
切
不
動
古
墳
」
で
は
な
く
、「
手
光
波

切
不
動
古
墳
→
宮
地
嶽
古
墳
」
と
い
う
変
遷
に
、
よ
り
具
体
的
な
論
拠
が
提
示
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
（
下
原
二
〇
一
六
）。
な
お
、
手
光
波
切
不
動
古
墳
も
墳
裾
が
二
次
的
に

削
平
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
地
形
か
ら
直
径
約
二
五
ｍ
の
円
墳
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宮
地
嶽
古
墳
と
手
光
波
切
不
動
古
墳
は
、
横
穴
式
石
室
内
部
や
墳

形
・
墳
裾
の
改
変
と
い
っ
た
二
次
的
に
消
失
し
た
情
報
は
多
い
。
し
か
し
、
横
口
式
石

槨
に
系
譜
を
も
つ
横
穴
式
石
室
の
存
在
は
確
実
で
あ
り
、
九
州
島
内
の
稀
少
な
事
例
と

評
価
で
き
る
。
新
宮
町
相
島
か
ら
の
石
材
輸
送
を
ふ
く
む
造
墓
労
力
を
ふ
ま
え
て
も
、

両
古
墳
が
後
の
宗
形
郡
内
に
お
け
る
上
位
首
長
墓
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の

被
葬
者
は
胸
肩
君
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
宮
地
嶽
古
墳
と
手
光
波
切
不
動
古
墳
の

存
在
は
、
宗
像
地
域
の
特
殊
性
、
ひ
い
て
は
胸
肩
君
の
革
新
的
側
面
を
物
語
る
考
古
資

料
と
言
え
よ
う
。
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図五　宮地獄古墳出土土器と石室

図六　手光波切不動古墳出土土器と石室
図六　手光波切不動古墳出土土器と石室

図五　宮地嶽古墳出土土器と石室
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（
二
）
宗
像
地
域
の
後
期
前
方
後
円
墳

手
光
波
切
不
動
古
墳
の
築
造
時
期
で
あ
る
七
世
紀
前
半
は
、
西
日
本
各
地
に
お
け
る

前
方
後
円
墳
の
終
焉
時
期
と
重
な
る
（
図
四
）。
宗
像
地
域
の
古
墳
時
代
首
長
墓
に
つ

い
て
は
、
池
ノ
上
宏
氏
、
宇
野
愼
敏
氏
、
重
藤
輝
行
氏
、
花
田
勝
広
氏
、
久
住
猛
雄
氏
・

宮
元
香
織
氏
ら
の
重
厚
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
（
池
ノ
上
一
九
九
八
、
宇
野
二
〇
一
〇
、

重
藤
二
〇
一
一
、
花
田
二
〇
一
二
、
久
住
・
宮
元
二
〇
一
〇
）。
そ
の
成
果
に
基
づ
く
と
、

古
墳
時
代
中
期
後
半
以
降
の
津
屋
崎
古
墳
群
で
は
、
全
長
八
〇
ｍ
前
後
の
前
方
後
円
墳

が
相
次
い
で
築
造
さ
れ
て
お
り
、
九
州
北
部
を
代
表
す
る
大
規
模
古
墳
群
を
形
成
し
た

こ
と
が
把
握
で
き
る
。

前
方
後
円
墳
の
築
造
は
、
前
方
後
円
墳
集
成
一
〇
期
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
大
石
岡

ノ
谷
２
号
墳
や
須
多
田
下
ノ
口
古
墳
、
在
自
剣
塚
古
墳
等
が
そ
の
終
焉
的
位
置
づ
け
と

な
る
。
い
ず
れ
の
古
墳
も
確
実
な
時
期
決
定
資
料
を
欠
く
が
、
小
田
編
年
Ⅲ
Ｂ
期
（
Ｔ

Ｋ
４
３
型
式
期
）
の
在
自
剣
塚
古
墳
出
土
須
恵
器
等
が
数
少
な
い
論
拠
と
な
る
。
た
だ

し
、
釣
川
流
域
で
は
、
石
室
構
造
と
出
土
土
器
か
ら
小
田
編
年
Ⅲ
Ｂ
期
（
Ｔ
Ｋ
４
３
型

式
期
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
相
原
Ｅ
１
号
墳
が
存
在
し
て
お
り
、
宗
像
地
域
で
の
前
方

後
円
墳
の
存
続
が
確
実
視
で
き
る
（
図
七
）。
な
お
、
相
原
古
墳
群
内
で
は
、
後
続
す

る
首
長
墓
の
相
原
Ａ
２
号
墳
（
小
田
編
年
Ⅳ
Ａ
期
（
Ｔ
Ｋ
２
０
９
型
式
期
））
に
お
い

て
円
墳
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
図
七
）。
手
光
波
切
不
動
古
墳
の
最
新
知
見
を
加
味
し

て
も
、
宗
像
地
域
で
の
前
方
後
円
墳
の
終
焉
は
小
田
編
年
Ⅲ
Ｂ
期
～
Ⅳ
Ａ
期
（
Ｔ
Ｋ
４

３
型
式
期
～
Ｔ
Ｋ
２
０
９
型
式
期
）
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
生
じ
た
と
見
通
せ
る
。

津
屋
崎
古
墳
群
に
話
を
戻
す
と
、
最
後
の
前
方
後
円
墳
と
目
さ
れ
る
在
自
剣
塚
古
墳

の
墳
長
は
約
一
〇
二
ｍ
を
測
り
、
当
該
期
の
九
州
に
お
け
る
最
大
級
の
前
方
後
円
墳
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
胸
肩
君
が
前
方
後
円
墳
の
造
墓
に
多
く
の
労
働
力
を
投

下
し
、
前
方
後
円
墳
を
頂
点
と
す
る
造
墓
秩
序
を
脈
々
と
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
。今
後
の
調
査
研
究
に
よ
る
造
営
年
代
の
さ
ら
な
る
絞
り
込
み
が
期
待
さ
れ
る
が
、

少
な
く
と
も
、
相
原
古
墳
群
の
事
例
か
ら
、
宗
像
地
域
が
西
日
本
で
も
最
も
遅
く
ま
で

前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
て
い
た
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
現

象
は
、
胸
肩
君
の
保
守
的
側
面
を
物
語
る
考
古
資
料
と
評
価
で
き
る
。

（
三
）
小
結

宗
像
地
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
終
焉
は
、「
前
方
後
円
墳
→
方
墳
」
と
い
う
大

王
墓
の
変
遷
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
列
島
規
模
で
連
動
す
る
と
の
評
価
は
揺
る

が
な
い
（
下
原
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
六
）。
前
方
後
円
墳
体
制
と
も
称
さ

れ
る
造
墓
秩
序
は
、
頂
点
に
位
置
す
る
大
王
墓
の
墳
形
変
更
に
よ
り
崩
れ
た
。
前
方
後

円
墳
築
造
停
止
後
も
大
型
古
墳
の
築
造
は
継
続
す
る
が
、
方
墳
体
制
と
も
言
う
べ
き
新

た
な
造
墓
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
（
下
原
二
〇
〇
六
）。

宗
像
地
域
の
特
色
は
、
前
方
後
円
墳
体
制
か
ら
方
墳
体
制
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、

旧
来
の
前
方
後
円
墳
築
造
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
石
室
系
横
口
式
石
槨
と
い
う
新
来

の
古
墳
構
築
技
術
も
即
座
に
導
入
す
る
と
い
う
二
面
性
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
胸
肩
君

が
前
方
後
円
墳
の
築
造
を
維
持
す
る
過
程
で
、
宗
像
地
域
の
中
心
と
周
縁
で
ど
の
よ
う

な
現
象
が
生
じ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
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図七　相原古墳群　【石室 (Ｓ＝1/120)】

Ｅ1号墳
( 前方後円墳 )

Ａ2号墳
( 円墳 )

Ａ2号墳

Ｅ1号墳

図七　相原古墳群　【石室 (S＝ 1/120)】
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三
、
玄
界
灘
沿
岸
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
終
焉

玄
界
灘
沿
岸
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
終
焉
に
つ
い
て
は
、
下
原
幸
裕
氏
に
よ
る

終
末
期
古
墳
の
研
究
や
、
重
藤
輝
行
氏
の
首
長
墓
系
列
の
研
究
、
複
数
回
に
お
よ
ぶ
九

州
前
方
後
円
墳
研
究
会
で
の
検
討
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
共
通
見
解
が
醸
成
さ
れ
て
い

る
（
下
原
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
六
、
重
藤
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
一
、
久
住
・

宮
元
二
〇
一
〇
）。
そ
の
共
通
見
解
と
は
、「
前
方
後
円
墳
集
成
一
〇
期
（
六
世
紀
後
半

～
七
世
紀
前
半
）
に
は
前
方
後
円
墳
が
存
在
し
な
く
な
る
地
域
が
多
く
、
存
在
し
て
も

小
規
模
化
す
る
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
、
宗
像
地
域
は
例
外
的
に
一
〇
期
の
大
型
前
方

後
円
墳
が
あ
り
、糸
島
地
域
も
こ
れ
に
準
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

「
古
墳
築
造
数
が
最
も
多
い
福
岡
平
野
で
は
、
大
型
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
相
対
的
に

は
や
く
終
焉
し
て
い
る
」
こ
と
も
大
勢
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

よ
う
な
前
方
後
円
墳
の
終
焉
に
見
ら
れ
る
地
域
差
に
つ
い
て
、
例
外
的
と
評
さ
れ
る
宗

像
地
域
（
後
の
宗
形
郡
・
第
Ⅰ
領
域
の
範
囲
）
の
事
例
か
ら
検
討
す
る
。

（
一
）
在
自
剣
塚
古
墳
の
検
討

宗
像
地
域
で
も
最
も
前
方
後
円
墳
が
集
中
す
る
津
屋
崎
古
墳
群
の
様
相
に
着
目
す

る
。
津
屋
崎
古
墳
群
で
は
、
長
年
の
分
布
調
査
・
墳
丘
測
量
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
前

方
後
円
形
の
墳
丘
の
下
層
に
盾
形
の
テ
ラ
ス
状
施
設
「
基
壇
」
を
も
つ
古
墳
が
複
数
確

認
さ
れ
て
い
る
（
図
八
）（
池
ノ
上
二
〇
一
八
）。
池
ノ
上
氏
に
よ
る
基
壇
の
指
摘
は
重

要
で
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
、
新
原
・
奴
山
一
二
号
墳
、
須
多
田
ミ
ソ
塚
古
墳
、
在
自
剣

塚
古
墳
と
い
っ
た
津
屋
崎
古
墳
群
内
部
の
支
群
が
異
な
る
前
方
後
円
墳
に
お
い
て
、
類

似
し
た
古
墳
構
築
技
術
・
墳
丘
設
計
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
客
観
的
に
示
さ
れ
た
。

こ
の
客
観
的
事
実
は
、
津
屋
崎
古
墳
群
内
に
分
散
す
る
前
方
後
円
墳
を
造
営
し
た
集
団

の
同
一
性
を
示
す
論
拠
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
津
屋
崎
古
墳
群
の
構
成
軸
が
同
族

墓
群
で
あ
る
と
の
仮
説
を
補
強
す
る

（
5
）

。

さ
て
、
こ
の
基
壇
は
津
屋
崎
古
墳
群
最
後
の
前
方
後
円
墳
と
目
さ
れ
る
在
自
剣
塚
古

墳
で
も
確
認
で
き
る
（
図
九
）。
基
壇
の
大
き
さ
は
、
残
存
長
で
墳
丘
長
軸
約
一
一
五

ｍ
×
墳
丘
幅
軸
約
八
七
ｍ
を
測
り
、
現
地
表
面
か
ら
の
標
高
差
は
約
一
～
二
ｍ
あ
る
。

基
壇
の
復
元
長
は
、
尾
根
斜
面
上
方
と
の
接
続
状
況
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
墳
丘

長
軸
約
一
三
〇
ｍ
×
墳
丘
幅
軸
約
九
三
ｍ
を
測
る
。
つ
ま
り
、
前
方
後
円
墳
を
側
面
か

ら
眺
め
れ
ば
、
墳
丘
下
部
に
あ
る
地
山
整
形
を
主
体
と
し
た
「
段
差
＝
基
壇
」
が
視
覚

的
な
墳
丘
を
構
成
し
て
お
り
、三
段
築
成
の
前
方
後
円
墳
と
遜
色
な
い
景
観
と
な
る（
図

九
下
段
写
真
）。
改
め
て
、
在
自
剣
塚
古
墳
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
本
古
墳
は
対
馬
見

山
か
ら
西
に
の
び
た
尾
根
線
上
に
立
地
し
て
お
り
、
基
壇
も
自
然
地
形
の
高
ま
り
を
巧

み
に
取
り
込
ん
で
築
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
山
寄
せ
」
の
前
方
後
円
墳
と
評
価
で

き
る
。
在
自
剣
塚
古
墳
で
見
ら
れ
る
「
山
寄
せ
」
に
よ
る
墳
丘
構
築
作
業
の
省
力
化
は
、

汎
列
島
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
宗
像
地
域
の
古
墳
構
築
技
術
か

ら
の
評
価
も
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
が
定
義
す
る
宗
像
型
石
室
で
は
、
深
い
墓
坑
内
に
横
穴
式
石
室
を
構
築
す
る
こ

と
で
危
険
な
天
井
石
の
引
き
上
げ
・
架
構
作
業
を
省
力
化
す
る
技
術
的
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
墳
丘
盛
土
と
も
関
連
し
て
お
り
、
宗
像
型
石
室
で
は
墳
丘
盛
土
は
「
後
載

せ
」
に
近
く
、
壁
体
の
構
築
・
維
持
と
墳
丘
盛
土
の
関
係
性
は
相
対
的
に
低
い
（
図
二
・

七
）（
6
）。

さ
ら
に
は
、
周
溝
掘
削
に
よ
る
盛
土
の
確
保
は
、
よ
り
純
粋
に
墳
丘
規
模
と
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図八　新原・奴山 12 号墳と「基壇」模式図
（池ノ上 2018）

国土地理院撮影の空中写真（1974‐78 年撮影）

図九　在自剣塚古墳（墳丘測量図・空中写真・墳丘南東側の側面写真）

　空中写真の土地利用状況からも明らかなように、「基壇」の上に前方後円墳が築かれている。側面あるいは海側

から眺めると、基壇の段差で三段築成墳のように視認できる。

図九　在自剣塚古墳（墳丘測量図・空中写真・墳丘南東側の側面写真）

図八　新原・奴山 12号墳と「基壇」模式図
（池ノ上 2018）
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相
関
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
像
型
石
室
の
着
眼
点
は
、
単
な
る
石
組
み
や
墓
坑
の
深

さ
と
い
っ
た
形
態
的
特
徴
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
古
墳
構
築
全
体
の
作
業
工
程
や
作
業

空
間
を
研
究
射
程
の
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
宗
像
型
石
室
を
採
用
し
た
古
墳
は
、
明
確
な
周
溝
自
体
が

存
在
し
な
い
、
ま
た
は
ゆ
る
や
か
な
周
溝
、
部
分
的
な
周
溝
を
も
つ
と
い
う
事
例
が
大

半
を
占
め
る
。
そ
の
景
観
は
自
然
地
形
か
ら
漸
移
的
に
墳
丘
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
盛

土
範
囲
以
上
に
墳
丘
を
大
き
く
見
せ
る
視
覚
的
効
果
も
生
み
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

宗
像
地
域
で
は
、「
山
寄
せ
」
に
よ
る
墳
丘
構
築
技
術
が
通
時
的
に
培
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
技
術
が
大
型
前
方
後
円
墳
の
基
壇
と
も
通
じ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

（
二
）
船
原
古
墳
の
検
討

次
に
、
宗
像
地
域
の
中
心
で
あ
る
津
屋
崎
古
墳
群
を
離
れ
、
宗
像
地
域
の
外
縁
の
事

例
に
着
目
す
る
。
古
賀
市
所
在
の
船
原
古
墳
（
旧
：
船
原
３
号
墳
）
は
、
近
年
の
発
掘

調
査
に
よ
り
、
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
森
下
・
甲
斐
二
〇
一

六
）。
本
古
墳
は
、
す
で
に
正
式
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
石
室
や
出
土
須
恵
器
か
ら
、

小
田
Ⅳ
Ａ
期
（
Ｔ
Ｋ
２
０
９
型
式
期
）
の
前
方
後
円
墳
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
船
原
古

墳
が
古
代
・
宗
形
郡
の
範
囲
、
拙
稿
の
第
Ⅰ
領
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
と

お
り
で
あ
り
、宗
像
地
域
外
縁
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
終
焉
の
様
相
を
検
討
で
き
る
。　
　

船
原
古
墳
は
、
三
郡
山
系
に
連
な
る
鋤
先
山
か
ら
東
に
の
び
た
尾
根
線
上
に
立
地
し

て
い
る
（
図
一
〇
）。
現
在
、
古
墳
北
側
が
造
成
土
に
よ
り
盛
土
さ
れ
て
い
る
が
、
一

九
七
〇
年
代
の
国
土
地
理
院
空
撮
を
見
る
と
北
側
に
も
田
畑
が
広
が
る
。
船
原
古
墳
群

が
あ
る
尾
根
は
、
田
畑
に
囲
ま
れ
た
舌
状
低
丘
陵
と
な
っ
て
お
り
、
微
高
地
の
頂
部
に

墳
丘
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
船
原
古
墳
を
一
躍
著
名
に
し
た
埋

納
土
坑
群
は
、
舌
状
低
丘
陵
の
裾
で
発
見
さ
れ
た
。

古
墳
本
体
（
盛
土
範
囲
や
石
室
）
と
埋
納
土
坑
群
の
間
に
は
、
約
六
ｍ
の
距
離
と
約

二
ｍ
の
段
差
が
あ
る
。
こ
の
距
離
感
か
ら
発
見
当
初
よ
り
両
者
の
有
機
的
関
係
が
疑
問

視
さ
れ
て
き
た
が
、
墳
丘
出
土
須
恵
器
片
と
二
号
土
坑
墓
出
土
須
恵
器
片
の
接
合
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
で
、客
観
的
に
両
者
の
関
係
が
実
証
さ
れ
た
（
森
下
・
甲
斐
二
〇
一
六
）。

こ
の
事
実
は
、
古
墳
本
体
と
埋
納
土
坑
と
の
間
に
あ
る
段
差
も
古
墳
を
構
成
す
る
要
素

で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
船
原
古
墳
は
盛
土
墳
丘
と
そ
の
下
部
に
あ

る
段
（
段
差
約
二
ｍ
）
が
組
み
合
っ
た
構
造
物
と
把
握
で
き
る
。
集
落
が
あ
る
と
見
ら

れ
る
谷
側
や
後
の
古
代
官
道
側
か
ら
眺
め
た
と
き
、
船
原
古
墳
の
墳
丘
は
低
丘
陵
の
段

差
と
組
み
合
う
こ
と
で
、
盛
土
範
囲
以
上
に
大
き
く
視
認
で
き
る
。
墳
丘
か
ら
離
れ
た

段
の
裾
に
土
坑
群
を
掘
削
し
、
多
く
の
埋
納
品
を
納
め
た
人
々
も
同
様
の
認
識
を
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）「
宗
像
」
か
ら
眺
め
た
船
原
古
墳

船
原
古
墳
に
は
在
自
剣
塚
古
墳
等
の
津
屋
崎
古
墳
群
で
見
ら
れ
た
「
段
差
」
が
内
包

さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
共
通
す
る
要
素
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
「
宗
像
」

と
共
通
す
る
要
素
を
探
す
と
、
報
告
書
等
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
前
方
部
の
低
さ
が
挙

げ
ら
れ
る
（
森
下
・
甲
斐
二
〇
一
六
、
岩
橋
・
甲
斐
・
森
下
二
〇
一
七
）。
森
下
靖
士
氏
・

甲
斐
孝
司
氏
に
よ
る
と
、「
前
方
部
が
発
達
し
な
い
六
世
紀
後
半
代
以
降
の
前
方
後
円

墳
は
、
近
隣
の
宗
像
と
筑
紫
・
福
岡
市
早
良
区
・
糸
島
に
か
け
て
比
較
的
確
認
で
き
る
。

特
に
、
宗
像
で
は
宗
像
君
の
首
長
墳
以
外
の
前
方
後
円
墳
に
多
く
、
装
飾
古
墳
と
し
て
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船原古墳の墳丘縦横断面図（森下・甲斐 2016）

官道側から眺めた船原古墳（写真中央）

　圃場整備により旧地形は失われている

が、船原古墳の墳丘が舌状低丘陵（囲み

部分）と一体化して築かれていることが

分かる。丘陵端部の地山整形の情報が失

われているが、築造当時は二段築成墳の

ように見えただろう。写真左側は 1970

年代以降の造成で、盛土されている。

1970 年代の船原古墳の周辺環境

　国土地理院撮影の空中写真（1974‐1978 年撮影）

で眺めた船原古墳の周辺環境である。写真右下（南

東）から写真左上（北西）にのびた尾根・舌状低

丘陵の先端頂部に船原古墳（○部分）が立地して

いることが分かる。

図一〇　船原古墳 ( 墳丘断面図・墳丘遠望写真・空中写真 )
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　横穴墓の墳丘上に据え置かれた

高坏で、高坏 Ea の退化型式と位置

づけられる。

図一一　新原・奴山 5号墳の土師器高坏と出土状況

図一二　手光古墳群南支群 2号墳の土師器高坏と出土状況

図一三　船原古墳の土師器高坏と出土状況

図一四　古月横穴の土師器高坏と出土状況
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著
名
な
桜
京
古
墳
を
は
じ
め
、
大
石
岡
ノ
谷
一
号
墳
、
大
石
岡
ノ
谷
二
号
墳
、
相
原
Ｅ

１
号
墳
な
ど
管
見
す
る
だ
け
で
も
八
例
あ
る
」（
森
下
・
甲
斐
二
〇
一
六
）。
宗
像
は
当

然
、
宗
像
型
石
室
の
中
心
分
布
域
（
第
Ⅰ
領
域
）
で
あ
る
が
、
福
岡
市
早
良
区
、
糸
島

と
い
う
範
囲
は
、
宗
像
地
域
外
で
も
例
外
的
に
宗
像
型
石
室
が
色
濃
い
範
囲
（
第
Ⅲ
領

域
の
一
部
）
で
あ
り
、両
者
の
分
布
域
は
重
複
す
る
（
小
嶋
二
〇
一
二
・
二
〇
一
七
ｂ
）。

加
え
て
、
埋
納
土
坑
出
土
須
恵
器
に
含
ま
れ
る
脚
付
𤭯は

そ
うや

、
墳
丘
く
び
れ
部
か

ら
出
土
す
る
折
衷
型
の
土
師
器
高
坏
Ｅ
ａ
も
共
通
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
小
嶋

二
〇
一
二
）。
と
く
に
、
土
師
器
高
坏
Ｅ
ａ
は
「
宗
像
型
土
師
器
高
坏
」
と
呼
ん
で
も

差
し
支
え
が
な
い
ほ
ど
の
際
立
っ
た
器
で
あ
り
、
全
出
土
品
の
約
八
割
が
墳
丘
・
周
溝

出
土
と
い
う
点
か
ら
墳
丘
祭
祀
と
の
関
わ
り
が
強
く
認
め
ら
れ
る
土
器
で
あ
る
（
図

一
一
～
一
四
）。
さ
ら
に
、
船
原
古
墳
で
は
土
師
器
高
坏
の
上
に
須
恵
器
坏
を
重
ね
た

状
態
が
確
認
で
き
、
供
献
時
の
土
器
配
列
に
お
い
て
も
新
原
・
奴
山
古
墳
群
等
と
の
類

似
性
は
極
め
て
高
い
。
大
規
模
な
盗
掘
を
受
け
て
い
る
た
め
、
消
極
的
な
評
価
と
な

る
が
、
主
体
部
内
か
ら
の
土
器
出
土
が
な
い
点
に
も
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
（
小
嶋

二
〇
一
二
）。
以
上
を
総
括
す
る
と
、
津
屋
崎
古
墳
群
と
船
原
古
墳
は
、
古
墳
構
築
技

術
と
葬
送
儀
礼
の
双
方
に
お
い
て
、
共
通
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
船
原
古
墳
に
は
津
屋
崎
古
墳
群
と
は
異
な
る
要
素
も
複
数
存
在
す

る
。
ま
ず
、
主
体
部
の
横
穴
式
石
室
が
典
型
的
な
宗
像
型
石
室
で
は
な
い
。
巨
石
墳
と

な
る
た
め
判
断
が
難
し
い
が
、
墓
坑
の
範
囲
が
広
く
、
基
底
石
を
据
え
る
作
業
空
間
が

宗
像
型
石
室
と
異
な
る
。
墓
坑
の
深
さ
も
、
腰
石
の
巨
石
化
に
伴
う
技
術
上
の
時
系
列

変
化
と
し
て
も
把
握
で
き
る
（
津
曲
二
〇
〇
四
）。
石
積
み
や
空
間
設
計
の
総
体
を
ふ

ま
え
れ
ば
、
福
岡
平
野
側
の
横
穴
式
石
室
（
筑
紫
型
石
室
）、
あ
る
い
は
排
水
溝
の
存

在
も
ふ
ま
え
豊
前
地
域
の
横
穴
式
石
室
（
筑
豊
型
石
室
・
豊
前
型
石
室
、
橘
塚
タ
イ
プ
）

と
の
関
わ
り
も
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
朝
岡
二
〇
一
三
・
田
村
一
九
九
九
・

小
嶋
二
〇
一
五
）（

7
）

。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
脚
付
𤭯
は
宗
像
と
の
共
通
要
素
で
あ
る

が
、
須
恵
器
総
体
と
し
て
見
た
場
合
は
、
宗
像
窯
跡
群
の
供
給
の
み
で
は
完
結
し
な

い
。
船
原
古
墳
が
属
す
る
花
鶴
川
流
域
は
、
宗
像
窯
跡
群
と
牛
頸
窯
跡
群
に
挟
ま
れ
た

中
間
地
域
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
双
方
の
製
品
が
流
通
し
て
い
る
（
田
尻
・
石
川

二
〇
〇
八
）。
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
古
代
宗
形
郡
の
領
域
内
で
あ
っ
て
も
、
津

屋
崎
沿
岸
・
釣
川
流
域
と
花
鶴
川
流
域
で
は
、
物
流
面
で
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
船
原
古
墳
は
「
宗
像
」
の
要
素
の
み
で
は
構
成
さ
れ
て
い
な
い
。

土
師
器
高
坏
Ｅ
ａ
を
須
恵
器
高
坏
（
長
脚
二
段
透
）
と
折
衷
さ
せ
る
点
が
象
徴
的
に
示

す
よ
う
に
、
中
央
・
地
方
・
諸
外
国
の
複
数
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
独
自
の
古
墳

構
築
と
葬
送
儀
礼
を
成
立
さ
せ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
（
図
一
一
～
一
四
）。

（
四
）
小
結

上
記
で
は
、
大
型
前
方
後
円
墳
が
継
続
す
る
宗
像
地
域
（
後
の
宗
形
郡
・
第
Ⅰ
領
域

の
範
囲
）
を
対
象
に
、
そ
の
中
心
と
外
縁
の
事
例
を
検
討
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
池
ノ

上
氏
が
呼
称
す
る
「
基
壇
」、あ
る
い
は
墳
丘
基
盤
に
あ
る
「
段
差
」
の
存
在
に
着
目
し
、

墳
丘
構
築
技
術
や
視
覚
的
認
識
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。

玄
界
灘
沿
岸
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
集
成
一
〇
期（
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
前
半
）

の
前
方
後
円
墳
は
、
宗
像
地
域
（
宗
像
市
・
福
津
市
・
古
賀
市
・
新
宮
町
）
と
糸
島
地

域
（
糸
島
市
・
福
岡
市
西
区
）
に
分
布
し
て
お
り
、
津
屋
崎
古
墳
群
で
は
在
自
剣
塚
古

墳
の
よ
う
な
墳
丘
一
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
大
型
前
方
後
円
墳
も
含
ま
れ
て
い
る
。そ
し
て
、
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前
方
後
円
墳
の
分
布
範
囲
は
宗
像
型
石
室
の
分
布
域
、
墓
域
で
の
土
師
器
高
坏
Ｅ
ａ
の

出
土
分
布
域
と
も
大
部
分
で
重
複
す
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
前
方
後
円
墳
集
成
一

〇
期
の
玄
界
灘
沿
岸
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
維
持
と
分
布
に
は
、
胸
肩
君
と
い
う

『
中
心
』
が
存
在
す
る
と
結
論
で
き
る
。

四
、
胸
肩
君
の
古
墳
造
営

（
一
）
胸
肩
君
の
小
造
墓
秩
序
圏

下
原
幸
裕
氏
が
実
証
し
た
よ
う
に
、
西
日
本
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
終
焉
は
、
中

央
（
大
王
墓
）
と
地
方
（
豪
族
）
の
関
係
を
基
に
、広
域
で
の
連
動
が
認
め
ら
れ
る
（
下

原
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
六
）。
そ
の
結
論
は
、
都
出
比
呂
志
氏
が
提
唱
し

た
「
前
方
後
円
墳
体
制
」
と
も
整
合
し
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
築
い
た
造
墓
秩
序
が

日
本
列
島
の
広
域
で
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
（
都
出
一
九
九
一
）。
本
稿
で
は
、

こ
の
広
域
で
の
造
墓
秩
序
に
内
包
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
終
焉
の
地
域
差
に
着
目
し
、
玄

界
灘
沿
岸
域
で
の
地
域
差
を
生
じ
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
に
胸
肩
君
の
存
在
が
あ
る
と
結

論
づ
け
た
。

津
屋
崎
古
墳
群
は
古
墳
時
代
中
期
か
ら
造
墓
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
古
墳
時
代
後
期

に
は
宗
像
地
域
を
中
心
に
玄
界
灘
沿
岸
で
、
類
似
し
た
古
墳
構
築
技
術
と
葬
送
儀
礼
を

拡
散
し
た
（
図
一
・
四
）。
そ
の
分
布
域
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に
維

持
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
基
本
構
造
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
築
い

た
大
造
墓
秩
序
圏
の
内
部
に
、
胸
肩
君
が
築
い
た
小
造
墓
秩
序
圏
（
小
前
方
後
円
墳
体

制
）
が
存
在
し
た
と
考
え
る
。
こ
の
小
造
墓
秩
序
圏
の
中
心
軸
は
「
胸
肩
君
‐
胸
肩
部
」

で
あ
る
が
、
同
一
地
域
内
に
居
住
す
る
他
豪
族
（
胸
肩
君
と
従
属
関
係
に
な
い
豪
族
）

の
造
墓
活
動
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
影
響
と
は
、
具
体
的
に
は
造
墓
行
為
に

お
け
る
相
互
協
力
関
係
（
技
術
者
・
労
働
者
の
派
遣
）
や
豪
族
間
の
対
抗
意
識
に
よ
っ

て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
で
検
討
し
た
船
原
古
墳
に
葬
ら
れ
た
豪
族
も
、
考
古

資
料
か
ら
抽
出
で
き
る
共
通
要
素
か
ら
、
胸
肩
君
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
た
と
は
考

え
難
い
。
本
稿
で
提
示
し
た
小
造
墓
秩
序
圏
と
は
、
主
従
関
係
の
範
囲
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
も
機
能
す
る
部
分
が
あ
る
。
日
本
列
島
の
古
墳
墓
制
と
は
、
大
造
墓
秩
序
圏
の
内

部
に
形
成
さ
れ
た
小
造
墓
秩
序
圏
の
連
な
り
と
相
互
の
重
複
、
さ
ら
に
は
九
州
北
部
で

顕
著
な
諸
外
国
の
造
墓
秩
序
圏
と
の
接
触
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
胸
肩
君
に
よ
る
前
方
後
円
墳
の
維
持

次
に
、
胸
肩
君
に
よ
る
前
方
後
円
墳
の
維
持
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
考
え
る
。
こ
の

本
質
的
な
問
い
に
答
え
る
に
は
、
古
墳
そ
の
も
の
を
意
識
的
に
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

古
墳
は
死
者
の
埋
葬
を
主
目
的
と
し
た
構
築
物
で
あ
る
。
死
者
を「
黄
泉
国
に
送
る
」

に
は
、
人
々
が
信
じ
る
適
切
な
手
順
、
す
な
わ
ち
正
し
い
葬
送
儀
礼
を
ふ
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
考
古
学
に
よ
る
発
掘
調
査
で
は
、
遺
体
や
棺
・
副
葬
品
・
供
献
品
が
ど
の

よ
う
な
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
安
置
さ
れ
た
の
か
等
の
痕
跡
を
調
べ
る
こ

と
で
葬
送
儀
礼
を
検
討
す
る
。

宗
像
型
石
室
を
含
む
す
べ
て
の
九
州
北
部
の
後
期
古
墳
を
対
象
に
葬
送
儀
礼
を
検
討

す
る
と
、
宗
像
地
域
の
古
墳
に
は
特
異
な
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
特
異

性
と
は
、「
石
室
内
か
ら
ほ
と
ん
ど
土
器
が
出
土
せ
ず
、
墳
丘
上
か
ら
多
量
の
土
器
が

出
土
す
る
」
点
に
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
二
）。
古
墳
時
代
中
期
の
渡
来
文
化
の
導
入
を

33



経
て
、
日
本
列
島
の
古
墳
文
化
に
も
、
埋
葬
施
設
内
に
お
け
る
食
料
副
葬
・
土
器
副
葬

が
急
速
に
普
及
し
、
古
墳
時
代
後
期
に
は
普
遍
的
に
石
室
内
か
ら
土
器
が
出
土
す
る
。

こ
の
よ
う
な
広
域
的
動
態
の
中
に
あ
っ
て
、
宗
像
地
域
の
古
墳
で
は
、
古
墳
時
代
前
期

～
後
期
を
通
じ
て
土
器
副
葬
が
浸
透
し
な
い
。
つ
ま
り
、
宗
像
地
域
の
古
墳
で
は
、
横

穴
式
石
室
と
い
う
新
来
の
墓
制
を
積
極
的
に
導
入
し
、
改
変
し
て
い
く
一
方
で
、
古
墳

時
代
前
期
以
来
の
伝
統
的
な
墳
丘
祭
祀
を
踏
襲
し
続
け
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
葬
送
儀

礼
は
宗
像
地
域
に
居
住
し
て
い
た
集
団
、
胸
肩
君
が
維
持
し
続
け
て
き
た
、
遺
体
埋
葬

の
適
切
な
手
段
で
あ
る
。

胸
肩
君
が
継
続
し
た
墳
丘
祭
祀
は
、
宗
像
型
石
室
の
構
築
方
法
と
も
思
想
面
で
関
係

す
る
。
宗
像
型
石
室
は
他
地
域
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
横
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、
深
い

墓
坑
内
部
に
石
室
を
構
築
す
る
特
徴
が
あ
る
（
筌
瀬
一
九
九
六
）。
そ
も
そ
も
墳
丘
墓

や
前
方
後
円
墳
は
、
墳
丘
頂
部
に
掘
削
し
た
墓
坑
内
部
で
完
結
す
る
よ
う
に
主
体
部
を

築
き
、
遺
体
を
埋
葬
し
た
構
造
物
で
あ
り
、
石
室
の
構
築
と
連
動
さ
せ
て
墳
丘
を
築
造

す
る
構
造
物
で
は
な
か
っ
た
。
宗
像
型
石
室
は
横
穴
式
石
室
と
い
う
新
来
墓
制
に
対
応

し
て
い
る
が
、
墓
坑
内
部
に
石
室
を
築
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
、

思
想
面
で
も
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
墳
丘
祭
祀
の
み
が
竪
穴
系
埋
葬
施
設

と
連
続
性
を
も
つ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
石
室
構
造
も
含
め
た
複
合
的
な
連
続
性
を

有
す
る
。

こ
の
よ
う
な
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
墳
丘
祭
祀
を
象
徴
す
る
土
器
が
、
土
師
器
高
坏

Ｅ
ａ
で
あ
る
（
重
藤
二
〇
〇
九
、
小
嶋
二
〇
一
二
）。
宗
像
地
域
で
用
い
ら
れ
た
土
師
器

高
坏
E
a
は
長
い
脚
部
を
も
ち
、
裾
に
小
さ
な
円
形
透
孔
が
三
方
向
に
穿
た
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
器
面
は
光
沢
を
も
つ
ほ
ど
の
丁
寧
な
ミ
ガ
キ
調
整
を
施
す
。
こ
の
三
方
向
の
円

形
透
孔
と
緻
密
な
ミ
ガ
キ
調
整
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
日
本

列
島
で
ひ
ろ
く
採
用
さ
れ
て
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
は
廃
れ
て
し
ま

う
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
宗
像
地
域
の
み
は
古
墳
時
代
後
期
に
お
い
て
、
旧
来
の
デ
ザ
イ
ン
を

復
古
的
に
採
用
し
て
増
産
す
る
。
こ
の
「
復
古
調
デ
ザ
イ
ン
」
と
な
る
土
師
器
高
杯
は
現

在
ま
で
に
一
一
〇
点
を
確
認
し
て
い
る
が
、
そ
の
約
八
割
が
古
墳
の
墳
丘
上
か
ら
出
土
し

て
お
り
、
墳
丘
祭
祀
と
強
い
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
（
図
一
一
～
一
四
）。

復
古
調
デ
ザ
イ
ン
の
高
坏
を
用
い
た
墳
丘
祭
祀
は
、
今
日
的
感
覚
か
ら
見
る
と
「
意

図
的
な
伝
統
の
創
出
」
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
像
三
女
神
を
奉

る
た
め
の
正
し
い
神
ま
つ
り
の
所
作
と
同
様
に
、
首
長
を
葬
る
際
の
正
し
い
葬
送
儀
礼

を
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
胸
肩
君
に
と
っ
て
の
前
方
後
円
墳

は
、
権
威
の
象
徴
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
墳
丘
祭
祀
を
構
成
す
る
舞
台
と
し
て
も

機
能
し
続
け
た
と
結
論
で
き
る
。前
方
後
円
墳
終
焉
の
地
域
差
を
生
じ
さ
せ
た
要
因
は
、

古
墳
時
代
豪
族
を
形
づ
く
っ
た
社
会
構
造
と
と
も
に
、
各
豪
族
の
個
別
的
な
事
情
も
組

み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
文
献
史
料
か
ら
眺
め
た
造
墓
動
員

最
後
に
文
献
史
料
を
基
に
造
墓
動
員
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
胸
肩
君
の
古
墳

造
営
の
具
体
像
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
る
。
終
末
期
古
墳
と
呼
ば
れ
る
飛
鳥
時
代

の
古
墳
造
営
は
、
考
古
資
料
に
基
づ
い
て
実
態
解
明
が
図
ら
れ
て
い
る
他
、
文
献
史
料

か
ら
も
そ
の
具
体
像
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

適
是
時
、
蘇
我
氏
諸
族
等
悉
集
、
爲
嶋
大
臣
造
墓
而
次
于
墓
所
。
爰
、
摩
理
勢
臣

壞
墓
所
之
廬
、
退
蘇
我
田
家
而
不
仕
。
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（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
三
、
舒
明
天
皇
即
位
前
紀
）

又
盡
發
舉
國
之
民
、
幷
百
八
十
部
曲
、
預
造
雙
墓
於
今
來
。
一
曰
大
陵
、
爲
大
臣

墓
。
一
曰
小
陵
、
爲
入
鹿
臣
墓
。
望
死
之
後
、
勿
使
勞
人
。
更
悉
聚
上
宮
乳
部
之

民
、
乳
部
、
此
云
美
父
。
役
使
塋
垗
所
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
四
、
皇
極
天
皇
元
年
）

上
記
に
挙
げ
た
二
つ
の
記
事
は
、
方
墳
体
制
の
構
築
に
深
く
関
与
し
た
蘇
我
氏
の
造

墓
動
員
の
実
態
を
探
れ
る
史
料
で
あ
る
。
ま
ず
、
舒
明
天
皇
即
位
前
紀
の
造
墓
記
事
で

あ
る
が
、
嶋
大
臣
（
蘇
我
馬
子
）
の
生
前
墓
を
築
く
た
め
に
、
蘇
我
一
族
が
集
結
し
、

古
墳
の
近
く
に
宿
営
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
墓
所
之
廬
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
簡
易
的
な
小
屋
で
の
宿
営
が
認
め
ら
れ
る
。
次
の
皇
極
天
皇
元
年
の
造
営

記
事
で
は
、
古
墳
造
営
に
際
し
て
「
国
中
の
百
八
十
に
あ
ま
る
部
曲
を
動
員
」
し
、
さ

ら
に
は
「
太
子
の
養
育
料
と
し
て
定
め
ら
れ
た
部
民
を
、
す
べ
て
集
め
て
墓
の
工
事
に

使
っ
た
」
こ
と
が
分
か
る
。
当
然
な
が
ら
、
本
記
事
は
蘇
我
氏
の
専
横
を
非
難
す
る
た

め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
記
載
を
史
実
と
直
結
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
専
横
非
難
を
差
し
引
い
て
も
、
蘇
我
氏
の
造
墓
動
員
が
「
①
血
縁

集
団
（
蘇
我
氏
）
と
②
部
曲
（
蘇
我
氏
へ
の
服
属
集
団
）」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
専
横
を
象
徴
す
る
事
例
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
の
は
、
皇
族

に
服
属
し
て
い
る
部
民
を
動
員
し
た
点
に
あ
り
、
直
接
的
な
主
従
関
係
に
な
い
部
曲
を

動
員
す
る
こ
と
は
、
非
社
会
的
行
為
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
部
曲
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
は
、
宗
像
に
関
係
す
る
記
事
が
『
日
本
書

紀
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。

五
年
春
三
月
戊
午
朔
、
於
筑
紫
所
居
三
神
、
見
于
宮
中
、
言
「
何
奪
我
民
矣
、
吾

今
慚
汝
。」
於
是
、
禱
而
不
祠
。　
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
二
、
履
中
天
皇
五
年
）

冬
十
月
甲
寅
朔
甲
子
、
葬
皇
妃
。
既
而
天
皇
、
悔
之
不
治
神
崇
而
亡
皇
妃
、
更
求

其
咎
、
或
者
曰
「
車
持
君
、
行
於
筑
紫
國
而
悉
校
車
持
部
、
兼
取
充
神
者
。
必
是

罪
矣
。」
天
皇
則
喚
車
持
君
、
以
推
問
之
、
事
既
得
實
焉
。
因
以
、
數
之
曰
「
爾

雖
車
持
君
、
縱
檢
校
天
子
之
百
姓
、
罪
一
也
。
既
分
寄
于
神
車
持
部
、
兼
奪
取
之
、

罪
二
也
。」
則
負
惡
解
除
・
善
解
除
而
出
於
長
渚
崎
令
祓
禊
。
既
而
詔
之
曰
「
自

今
以
後
、
不
得
掌
筑
紫
之
車
持
部
。」
乃
悉
收
以
更
分
之
、
奉
於
三
神
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
二
、
履
中
天
皇
五
年
）

こ
の
二
つ
の
記
事
で
は
、
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
た
車
持
君
が
「
筑
紫
所
居
三
神
（
宗
像

三
女
神
）」
に
充
て
ら
れ
て
い
た
「
筑
紫
之
車
持
部
」
を
独
断
で
掌
握
し
た
こ
と
が
非

難
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
事
件
の
冒
頭
で
は
、
宮
中
に
「
筑
紫
所
居
三
神
」
が
現
れ
、

「
何
奪
我
民
矣
、
吾
今
慚
汝
。（
な
ぜ
我
が
民
を
奪
う
の
か
、
今
に
お
前
に
恥
を
か
か
せ

る
。）」
と
発
言
す
る
激
し
い
抵
抗
が
読
み
取
れ
る
。
本
記
載
は
時
間
軸
の
問
題
に
加
え

て
、
宗
教
的
側
面
も
も
つ
内
容
で
あ
る
が
、
筑
紫
の
人
々
と
ヤ
マ
ト
政
権
の
間
に
生
じ

た
歴
史
的
事
象
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
胸
肩
君
を

含
む
飛
鳥
時
代
以
前
の
豪
族
に
と
っ
て
、
部
曲
の
帰
属
は
自
ら
の
存
立
基
盤
に
関
わ
る

問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
血
縁
集
団
と
部
曲
の
多
寡
は
、
飛
鳥
時
代
以

前
の
豪
族
が
動
員
で
き
る
軍
事
力
と
も
直
結
す
る
。『
日
本
書
紀
』
記
載
の
集
団
戦
闘

を
網
羅
的
に
検
討
す
る
と
、
兵
の
集
結
場
所
と
し
て
各
豪
族
が
居
住
し
た
「
館
」
が
選

ば
れ
て
お
り
、
兵
の
実
態
が
血
縁
集
団
と
部
曲
を
軸
に
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
（
小
嶋
二
〇
一
六
a
）。
し
た
が
っ
て
、
大
化
の
薄
葬
令
に
代
表
さ
れ
る
薄
葬
化

（
＝
古
墳
造
営
の
衰
退
）
は
、
律
令
的
身
分
制
の
施
行
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
よ
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り
切
実
な
問
題
と
し
て
軍
事
力
の
国
家
管
理
、
す
な
わ
ち
豪
族
に
よ
る
部
曲
の
私
的
動

員
の
抑
止
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。「
動
員
」
と
い
う
視
点
か
ら
終
末
期
古
墳
を
眺
め
れ

ば
、
大
規
模
方
墳
・
円
墳
と
小
規
模
方
墳
・
円
墳
と
い
う
古
墳
規
模
の
二
極
化
が
表
出

し
て
お
り
、
後
期
群
集
墳
で
見
ら
れ
た
小
首
長
墓
や
盟
主
墳
と
呼
称
さ
れ
る
中
規
模
古

墳
（
前
方
後
円
墳
・
円
墳
）
が
最
も
早
く
終
焉
を
迎
え
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
大

人
数
で
つ
く
る
古
墳
」
と
「
少
人
数
で
つ
く
る
古
墳
」
に
分
離
し
、
造
墓
動
員
数
が
二

極
化
し
た
と
言
え
、
古
墳
時
代
の
慣
例
的
な
私
的
動
員
の
制
限
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

胸
肩
君
の
古
墳
造
営
に
話
を
戻
す
と
、
蘇
我
氏
の
古
墳
造
営
で
見
ら
れ
た
「
血
縁
集

団
と
部
曲
の
動
員
」は
、考
古
資
料
か
ら
抽
出
し
た「
①
古
墳
構
築
技
術（
宗
像
型
石
室
）、

②
葬
送
儀
礼（
石
室
内
の
土
器
非
副
葬
、土
師
器
高
坏
Ｅ
ａ
の
使
用
を
含
む
墳
丘
祭
祀
）」

の
分
析
結
果
（
古
墳
時
代
後
期
・
第
Ⅰ
領
域
）
の
構
造
的
モ
デ
ル
と
し
て
整
合
す
る
（
図

一
）。
胸
肩
君
に
よ
る
古
墳
造
営
で
の
胸
肩
部
の
動
員
が
、
古
墳
構
築
技
術
と
葬
送
儀

礼
が
特
定
の
集
団
（
特
定
の
範
囲
）
に
広
ま
る
直
接
要
因
と
な
り
、
結
果
的
に
地
理
的

分
布
域
を
形
成
す
る
基
本
軸
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
血
縁
集
団
と
部
曲
の
動
員
の
み
で
古
墳
造
営
が
完
遂
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、

そ
れ
も
実
態
か
ら
乖
離
し
た
理
解
で
あ
る
。
宗
像
地
域
の
前
方
後
円
墳
を
事
例
に
挙
げ

れ
ば
、
装
飾
壁
画
と
石
屋
形
を
も
つ
桜
京
古
墳
、
Ｓ
字
配
置
竹
管
文
の
埴
輪
を
も
つ
須

多
田
天
降
天
神
社
古
墳
等
は
、
胸
肩
君
と
胸
肩
部
で
完
結
す
る
古
墳
造
営
で
は
説
明
が

で
き
な
い
（
小
嶋
二
〇
一
三
）。
古
墳
時
代
後
期
の
首
長
墓
に
は
積
極
的
に
他
地
域
の

技
術
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
豪
族
間
の
相
互
で
一
部
の
造
墓
動
員
が
重
複
し
て
い
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
八
）。
協
力
関
係
に
あ
る
豪
族
の
古
墳
造
営
に
、
各

自
の
部
曲
を
派
遣
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
主
従
関
係
や
血
縁
関

係
自
体
が
重
複
す
る
場
合
も
想
定
で
き
る
。
筑
紫
の
豪
族
を
例
に
挙
げ
る
と
、
日
羅
の

父
と
し
て
著
名
な
「
葦
北
国
造
刑
部
靫
部
阿
利
斯
登
」
は
、
火
葦
北
の
国
造
で
あ
る
と

と
も
に
、
刑
部
（
皇
族
の
名
代
）・
靭
部
（
大
伴
氏
所
管
の
部
民
）
に
属
し
て
い
る
。

ま
た
、
筑
紫
火
君
は
筑
紫
君
と
火
君
の
複
姓
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
存
立
基
盤
（
部
曲
等
）

に
つ
い
て
も
双
方
と
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
間
差
も
あ
る
、
わ
ず
か

な
文
字
史
料
を
拾
い
上
げ
て
も
、
飛
鳥
時
代
以
前
の
血
縁
集
団
・
服
属
集
団
の
範
囲
は

重
層
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

以
上
、
考
古
資
料
で
の
情
報
抽
出
が
難
し
い
造
墓
動
員
の
実
態
に
つ
い
て
、
文
献
史

料
を
中
心
に
検
討
し
た
。
文
字
量
が
少
な
い
史
料
か
ら
抽
出
し
た
情
報
は
、
多
分
に
理

念
的
な
結
論
へ
と
陥
り
や
す
い
。
し
か
し
、
考
古
学
と
文
献
史
学
の
相
互
検
証
は
、
よ

り
生
々
し
く
実
態
に
即
し
た
歴
史
像
を
結
ぶ
適
切
な
手
段
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
前
方
後
円
墳
の
終
焉
」
と
い
う
現
象
か
ら
、胸
肩
君
の
さ
ら
な
る
実
態
解
明
を
図
っ

た
。
前
方
後
円
墳
終
焉
の
地
域
差
、
宗
像
地
域
を
中
心
と
す
る
前
方
後
円
墳
造
営
の
維

持
に
対
し
、
胸
肩
君
を
核
と
す
る
小
造
墓
秩
序
圏
の
存
在
を
想
定
し
た
。
大
局
的
視
点

か
ら
眺
め
る
と
、
前
方
後
円
墳
の
終
焉
は
広
域
で
連
動
し
て
お
り
、「
中
央
‐
地
方
」

構
造
は
間
違
い
な
く
存
在
す
る
。こ
の
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、本
稿
で
は「
中
央
‐
地
方
」

構
造
の
内
部
に
あ
る
、「
地
方
‐
地
方
」
構
造
に
着
目
し
た
。
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し

て
取
り
上
げ
た
船
原
古
墳
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
と
埋
納
土
坑
群
の
間
に
見
ら
れ
る
「
段

差
」
に
つ
い
て
、
津
屋
崎
古
墳
群
の
「
基
壇
」
か
ら
説
明
し
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
津
屋
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崎
古
墳
群
の
「
基
壇
」
に
お
い
て
も
、そ
の
裾
や
外
縁
域
で
の
調
査
に
問
題
意
識
を
も
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
検
討
結
果
の
可
否
は
、
後
の
検
証
に
委
ね
る
が
、
船
原
古

墳
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
に
「
宗
像
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
稿
で
は
「
地
域
性
」
と
い
う
単
語
を
意
図
的
に
用
い
な
か
っ
た
。
地
域
性
と
い
う

単
語
は
「
何
ら
か
の
要
因
で
生
じ
た
現
象
」
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
物
質
資
料
を
基
に

ヒ
ト
を
研
究
す
る
考
古
学
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
研
究
過
程
で
用
い
る
べ
き
単
語
と
考

え
て
い
る
。
地
域
性
の
抽
出
と
い
う
結
論
で
思
考
停
止
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
性
を

生
じ
さ
せ
た
要
因
を
追
究
す
る
こ
と
が
ヒ
ト
の
研
究
に
求
め
ら
れ
る
。

（
九
州
国
立
博
物
館
）

註（
１
）『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
奈
良
時
代
の
理
解
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、

他
に
水
沼
君
の
名
も
記
さ
れ
て
お
り
、
胸
肩
君
の
み
が
三
女
神
を
奉
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。

（
２
）「
大
宝
二
年
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
」
の
宗
形
部
宿
奈
売
・
宗
形
部
阿
比
太
売
は
、
婚
姻

に
よ
る
移
住
事
例
で
あ
る
。

（
３
）
墳
裾
が
削
平
さ
れ
た
古
墳
の
墳
形
把
握
は
慎
重
を
要
す
る
。
と
く
に
大
型
の
終
末
期
古
墳

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
福
岡
市
所
在
の
金
武
乙
石
一
・
二
号
墳
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ

り
方
形
周
溝
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
４
）
井
浦
一
氏
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
手
光
波
切
不
動
古
墳
で
は
、
凹
み
を
有
す
る
仕
切
石

を
玄
室
に
設
け
る
点
に
お
い
て
、
九
州
の
石
室
構
造
の
系
譜
も
内
在
し
て
い
る
（
井
浦
二

〇
一
三
）。

（
５
）
津
屋
崎
古
墳
群
は
、「
突
出
し
た
規
模
の
大
型
古
墳
を
築
く
、
造
墓
労
力
を
集
約
し
た
古
墳

づ
く
り
」
で
は
な
く
、「
複
数
の
古
墳
を
同
時
併
行
で
築
く
、
造
墓
労
力
を
分
散
し
た
古
墳

づ
く
り
」
を
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
宗
像
君
が
複
数
系
列
の
同
族
集
団
で
構
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
ま
た
、
大
型
古
墳
が
特
定
の
墓
域
に
集
中
せ
ず
、
複
数
の
墓

域
に
分
散
す
る
状
況
は
、
宗
像
君
の
族
長
が
特
定
系
列
か
ら
輩
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

各
世
代
の
有
力
者
が
族
長
に
就
く
集
団
構
成
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
小
嶋
二

〇
一
六
b
・
二
〇
一
七
ａ
）

（
６
）
宗
像
型
石
室
の
極
端
な
事
例
で
は
天
井
石
付
近
ま
で
墓
坑
内
に
お
さ
ま
る
が
、
壁
面
の
半

分
程
度
し
か
お
さ
ま
ら
な
い
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
壁
体
の
構
造
的
維
持
、

石
組
作
業
空
間
や
天
井
石
の
引
き
上
げ
と
い
っ
た
諸
要
素
が
他
集
団
の
石
室
類
型
（
範
型
）

と
根
本
的
に
異
な
る
（
小
嶋
二
〇
一
七
ｂ
）。
や
は
り
、
技
術
基
盤
は
宗
像
型
石
室
に
あ
り
、

宗
像
型
石
室
の
独
自
的
改
良
や
基
盤
層
の
違
い
に
応
じ
た
臨
機
的
変
更
の
範
疇
で
捉
え
ら

れ
る
。
筆
者
が
設
定
す
る
石
室
類
型
（
範
型
）
と
は
、
造
墓
動
員
さ
れ
た
人
々
が
現
場
で

体
得
し
た
技
術
体
系
（
行
動
様
式
）
で
あ
り
、
自
然
条
件
（
入
手
石
材
の
質
・
大
き
さ
、

造
墓
地
の
地
質
等
）
や
技
術
条
件
（
技
術
の
習
熟
度
、独
自
改
良
、動
員
人
数
等
）
に
よ
り
、

生
産
物
で
あ
る
古
墳
の
形
質
的
特
徴
は
決
し
て
一
定
に
は
な
ら
な
い
。
宗
像
型
石
室
と
い

う
類
型
抽
出
の
意
義
は
、
こ
の
よ
う
な
変
異
を
認
め
な
が
ら
、
各
古
墳
を
築
造
し
た
人
々

で
共
通
す
る
技
術
基
盤
が
時
空
間
的
に
ど
の
よ
う
に
存
在
し
た
の
か
を
模
索
で
き
る
点
に

あ
る
。

（
７
）
宗
像
市
の
相
原
Ａ
二
号
墳
も
、
船
原
古
墳
と
の
比
較
対
象
と
し
て
重
要
で
あ
る
（
図
七
）。

相
原
Ａ
二
号
墳
は
墳
丘
構
築
等
に
宗
像
型
石
室
の
要
素
を
残
す
が
、
基
底
石
の
据
え
方
が

著
し
く
変
容
（
畿
内
系
技
術
を
組
み
込
ん
だ
筑
紫
型
と
折
衷
）
し
て
お
り
、
宗
像
型
石
室
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の
範
疇
の
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
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の
後
・
終
末
期
古
墳
」『
終
末
期
古
墳
の
再
検
討
』
九
州
前
方
後
円

墳
研
究
会

小
嶋
篤　

二
〇
一
二　
「
墓
制
と
領
域
‐
胸
肩
君
一
族
の
足
跡
‐
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』

三
七
号 

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤　

二
〇
一
三　
「
Ⅳ
群
系
埴
輪
の
研
究
‐
肥
後
南
部
型
埴
輪
と
嘉
穂
型
埴
輪
‐
」『
古
墳
時

代
の
地
域
間
交
流
１
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

小
嶋
篤　

二
〇
一
五　
「
古
墳
時
代
後
期
の
埋
葬
施
設
と
墳
丘
」『
古
墳
時
代
の
地
域
間
交
流
３
』

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

小
嶋
篤　

二
〇
一
六
ａ　
『
大
宰
府
の
軍
備
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
』
平
成
二
五
～
二
七
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
課
題
番
号
：
２
５
７
７
０
２
９
０
） 

九
州
国
立
博
物
館
・
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

小
嶋
篤　

二
〇
一
六
ｂ　
「
宗
像
君
と
海
の
道
」『
九
州
の
海
と
島
々
』「
九
州
の
海
と
島
の
歴
史
」

研
究
会

小
嶋
篤　

二
〇
一
七
ａ　
「
歴
史
を
つ
な
ぐ
海
原
」『
特
別
展 

宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
』
九
州
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国
立
博
物
館

小
嶋
篤　

二
〇
一
七
ｂ　
「
糸
島
型
石
室
と
玄
界
灘
沿
岸
の
古
墳
づ
く
り
」『
七
隈
史
学
会
第
一
九

回
大
会
研
究
発
表
報
告
集
』
七
隈
史
学
会

小
嶋
篤　

二
〇
一
八　
「
嘉
穂
型
埴
輪
の
研
究
」『
埴
輪
論
叢
』
第
八
号　

埴
輪
検
討
会

重
藤
輝
行　

二
〇
〇
九　
「
古
墳
時
代
中
期
・
後
期
の
筑
前
・
筑
後
地
域
の
土
師
器
」『
地
域
の
考

古
学
』
佐
田
茂
先
生
論
文
集
刊
行
会

重
藤
輝
行　

二
〇
一
一　
「
宗
像
地
域
に
お
け
る
古
墳
時
代
首
長
の
対
外
交
渉
と
沖
ノ
島
祭
祀
」

『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産

推
進
会
議

篠
川
賢　

二
〇
一
三　
「
古
代
宗
像
氏
の
氏
族
的
展
開
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
研
究
報

告
Ⅲ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

下
原
幸
裕　

二
〇
〇
六　
『
西
日
本
の
終
末
期
古
墳
』
中
国
書
店

下
原
幸
裕　

二
〇
〇
九　
「
終
末
期
古
墳
の
諸
問
題
」『
終
末
期
古
墳
の
再
検
討
』
九
州
前
方
後
円

墳
研
究
会

下
原
幸
裕　

二
〇
一
六　
『
古
墳
時
代
墓
制
の
終
焉
過
程
か
ら
み
た
律
令
国
家
形
成
期
の
北
部
九

州
』
平
成
二
四
～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
課
題

番
号
：
２
４
７
２
０
３
７
０
） 

九
州
歴
史
資
料
館

田
尻
義
了
・
石
川
建　

二
〇
〇
八　
「
ヘ
ラ
記
号
か
ら
見
た
須
恵
器
の
流
通
範
囲
」『
牛
頸
窯
跡
群
』

大
野
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
七
集 

大
野
城
市
教
育
委
員
会

田
村
悟　

一
九
九
九　
「
六
・
七
世
紀
に
お
け
る
大
型
横
穴
式
石
室
の
地
域
性
」『
九
州
に
お
け
る

横
穴
式
石
室
の
導
入
と
展
開
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

都
出
比
呂
志　

一
九
九
一　
「
日
本
古
代
国
家
形
成
論
序
説
‐
前
方
後
円
墳
体
制
論
の
提
唱
‐
」

『
日
本
史
研
究
』
三
四
三 

日
本
史
研
究
会

津
曲
大
祐　

二
〇
〇
四　
「
博
多
湾
沿
岸
地
域
の
石
室
構
築
技
術
‐
後
期
古
墳
を
中
心
に
‐
」『
福

岡
大
学
考
古
学
論
集
』
小
田
富
士
雄
先
生
退
職
記
念
事
業
会

花
田
勝
広　

一
九
九
一　
「
筑
紫
宗
像
氏
と
首
長
権
」『
地
域
相
研
究
』
第
二
〇
号 

地
域
相
研
究
会

花
田
勝
広　

二
〇
一
二　
「
宗
像
地
域
の
古
墳
群
と
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
遷
」『
沖
ノ
島
祭
祀
と
九
州

諸
勢
力
の
対
外
交
渉
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

福
原
栄
太
郎　

一
九
九
九　
「
律
令
制
の
展
開
と
宗
像
」『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻 

宗
像
市

森
下
靖
士
・
甲
斐
孝
司　

二
〇
一
六　
『
船
原
古
墳
Ⅰ
』
古
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
八
集　

古
賀
市
教
育
委
員
会

39



40


